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☆ 

自
閉
症
児
・
支
援
の
た
め
の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い
間
隅
に

追
い
や
ら
れ
て
い
た
自
閉
症
問
題
が
世

の
中
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今

年
秋
か
ら
来
年
に
か
け
て
は
自
閉
症
支

援
が
法
的
に
う
た
わ
れ
る
時
期
と
な
る

で
し
ょ
う
。
奈
良
県
支
部
の
皆
さ
ん
も

秋
の
臨
時
国
会
の
動
き
・
中
央
の
動
き

に
注
目
し
て
下
さ
い
。

（
支
部
長　

河
村
舟
二
）

---------

平
成
16
年
8
月
6
日

社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会

理
事
、
支
部
長　

各
位

社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会

常
務
理
事　

山　

本　
　

衛

平
成
17
年
度
国
の
予
算
に
対
す
る
要
望
等
に

つ
い
て

　

標
記
に
つ
い
て
平
成
16
年
8
月
2
日
財
務

大
臣
谷
垣
禎
一
氏
、
文
部
科
学
大
臣
河
村
健

夫
氏
、
厚
生
労
働
大
臣
坂
口
カ
氏
宛
に
別
紙

「
自
閉
症
児
・
者
支
援
に
か
か
る
施
策
の
充

実
と
予
算
の
拡
充
に
関
す
る
要
望
書
」
を
送

付
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
、
文
部
科
学
大
臣
河
村
健
夫

氏
宛
に
特
別
支
援
教
育
へ
の
転
換
に
関
す
る

「
要
望
書
」（
別
紙
）
を
送
付
い
た
し
ま
し
た

の
で
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
16
年
8
月
3
日
（
火
）
自

由
民
主
党
政
務
調
査
会
障
害
者
特
別
委
員
会

（
委
員
長
八
代
英
太
氏
）
に
よ
る
「
平
成17

年
度
予
算
概
算
要
求
に
向
け
て
関
係
団
体

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
あ
り
、
当
協
会
か
ら

石
井
哲
夫
会
長
と
常
務
理
事
山
本
衛
が
出
席

し
、
別
紙
「
平
成17

年
度
障
害
者
施
策
関

係
予
算
に
対
す
る
要
望
」
に
よ
り
説
明
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
由
民
主
党
か
ら
当
協
会
が
障

害
者
団
体
と
し
て
出
席
を
求
め
ら
れ
た
の
は

今
回
が
初
め
て
で
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
対
象
と

な
っ
た
の
は
次
の5

団
体
で
す
。

1
．（
社
福
）
日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会2
．（
社
福
）
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

3
．（
財
団
）
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合

会4
．
日
本
障
害
者
協
議
会

5
．（
社
団
）
日
本
自
閉
症
協
会

絆
きずな
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平
成
16
年
8
月
2
日

財
務
大
臣　
　
　

谷
垣
禎
一
殿

文
部
科
学
大
臣　

河
村
健
夫
殿

厚
生
労
働
大
臣　

坂
口　

力
殿

社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会

会　

長　

石　

井　

哲　

夫

自
閉
症
児
・
者
支
援
に
か
か
る
施
策
の
充
実

と
予
算
の
拡
充
に
関
す
る
要
望
書

　

日
頃
よ
り
自
閉
症
児
・
者
の
福
祉
の
向
上

に
つ
い
て
格
別
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

害
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
法
的
に
は
知
的
障

害
者
福
祉
法
で
の
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
に
つ
い

て
は
知
的
障
害
と
は
別
な
困
難
さ
を
抱
え
て

お
り
、
知
的
障
害
を
念
頭
に
お
い
た
制
度
で

は
実
態
に
あ
っ
た
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ

ず
、
家
庭
で
、
地
域
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が

大
勢
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
に
か
け
て
の

成
長
の
過
程
に
お
い
て
、
適
切
な
療
育
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
自
閉
症
・
発
達
障

害
に
よ
る
各
種
の
困
難
さ
は
軽
減
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
就
労
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
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支
援
が
あ
れ
ば
、
一
般
の
方
々
と
一
緒
に
社

会
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度
に
お
き
ま

し
て
、関
係
省
庁
の
有
機
的
な
連
携
の
も
と
、

自
閉
症
・
発
達
障
害
に
対
す
る
包
括
的
な
支

援
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
る
よ
う
次
の
項
目

に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

1
．
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
を

全
国
に
普
及
す
る
た
め
、
設
置
か
所
数
の
増

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

1
．
子
ど
も
た
ち
の
発
達
過
程
に
応
じ
た
一

貫
し
た
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
、
雇
用
等
が
連
携
し
た
支
援
体
制

の
構
築
と
予
算
の
確
保
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

1
．
発
達
障
害
者
支
援
法
の
早
期
成
立
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

自
閉
症
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
４
年
の
障

害
者
基
本
法
制
定
の
際
に
も
附
帯
決
議
で
こ

の
法
律
の
対
象
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、

政
府
は
「
IQ
が
高
く
て
も
自
閉
症
で
援
助
が

必
要
な
人
は
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
で
対
応
し

て
い
る
」
と
の
見
解
を
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
「
知
的
障
害
」
の
枠
の
中
で
の
対
応
で
は

効
果
的
な
支
援
に
な
ら
ず
、
ま
た
「
知
的
障

害
」枠
の
中
に
は
い
ら
な
い
高
機
能
の
人
は
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
当
協
会
は
本
年
秋
に
超
党

派
の
議
員
連
盟
に
よ
り
そ
の
成
立
が
め
ざ
さ

れ
て
い
る
発
達
障
害
者
支
援
法
の
制
定
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

日
本
自
閉
症
協
会
は
、
自
閉
症
を
は
じ
め

と
す
る
発
達
障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
早
期

発
見
、
早
期
介
入
か
ら
家
庭
支
援
、
教
育
支

援
、
就
労
支
援
、
生
活
支
援
に
至
る
、
乳
幼

児
期
か
ら
成
人
期
に
わ
た
る
一
貫
し
た
支
援

体
制
の
構
築
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
こ

の
こ
と
の
実
現
に
向
け
て
文
部
科
学
省
を
は

じ
め
関
連
す
る
各
省
庁
の
連
携
を
切
に
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

記

1
．
発
達
障
害
者
支
援
法
の
早
期
の
成
立
を

図
る
こ
と

1
．
早
期
発
見
、
早
期
の
発
達
支
援
な
ど
の

制
度
的
な
確
立
を
は
か
り
、
か
つ
内
容
を
充

実
さ
せ
る
こ
と

1
．
支
援
費
に
お
け
る
自
閉
症
加
算
な
ど

を
考
慮
し
、
福
祉
施
設
（
入
所
、
通
所
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
）
の
自
閉
症
児
・
者
の

処
遇
改
善
や
強
度
行
動
障
害
へ
の
対
応
を
は

か
る
な
ど
一
貫
し
た
支
援
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
。
入
適
所
制
度
利
用
に
お
い
て
柔
軟
な

対
応
と
福
祉
施
設
の
効
果
的
な
活
用
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
自
閉
症
者
の
た
め
の
専
門
療

育
を
行
う
施
設
（
入
所
、
適
所
）
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
こ
と

1
．
家
族
支
援
、
生
活
支
援
、
就
労
支
援
の

取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

1
．
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
者

の
支
援
に
か
か
る
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を

図
る
た
め
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
支
援
セ
ン

タ
ー
の
全
国
整
備
（
全
都
道
府
県
・
指
定
都

市
）
を
実
現
す
る
こ
と

1
．
特
別
支
援
教
育
へ
の
転
換
を
必
要
な
法

令
の
改
訂
も
含
め
て
推
進
す
る
こ
と

1
．
自
閉
症
の
教
育
実
践
研
究
を
行
う
モ
デ

ル
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
を
各
都
道
府
県
に
設
置
す

る
こ
と

1
．
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害

の
あ
る
人
た
ち
へ
の
支
援
を
担
う
人
材
を
医

療
、
教
育
、
福
祉
、
労
働
の
分
野
に
お
い
て

養
成
し
、
確
保
す
る
こ
と
（
自
閉
症
に
対
応

で
き
る
レ
ジ
デ
ン
シ
ヤ
ル
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
、

デ
イ
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な
ど
の
養
成
を
含
め

て
）
な
お
、
教
育
機
関
に
お
け
る
人
材
育
成

を
促
進
す
る
た
め
、
大
学
、
短
期
大
学
等
に

お
け
る
教
育
学
部
、
福
祉
学
部
等
に
お
い
て

自
閉
症
総
論
（
2
単
位
）、
自
閉
症
各
論
（2

単
位
）
を
必
須
科
目
と
す
る
こ
と　

ま
た
、

社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
聴
覚
言

語
療
法
士
な
ど
の
養
成
に
お
い
て
自
閉
症
に

関
す
る
授
業
を
入
れ
る
こ
と

1
．
自
閉
症
児
・
者
の
一
般
医
療
の
充
実
な

ら
び
に
拡
充
を
推
進
す
る
こ
と

1
．
自
閉
症
児
・
者
の
す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
対
応
で
き
る
専
門
医
を
養
成
し
、

適
正
な
診
療
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と

1
．
自
閉
症
の
本
態
解
明
や
効
果
的
な
支
援

方
策
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す
る
こ
と

平
成
十
七
年
度
障
害
者
施
策
関
係
予
算
に
対

す
る
要
望

　

日
頃
よ
り
自
閉
症
児
・
者
福
祉
の
向
上
に

つ
い
て
は
格
別
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障

害
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
法
的
に
は
知
的
障

害
者
福
祉
法
で
の
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
に
つ
い
て

は
知
的
障
害
と
は
別
な
困
難
さ
を
抱
え
て
お

り
、
知
的
障
害
を
念
頭
に
お
い
た
制
度
で
は

実
態
に
あ
っ
た
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
ず

家
庭
で
、
地
域
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
大
勢

い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
期
か
ら
学
童
期
に
か
け
て

の
成
長
の
過
程
に
お
い
て
、
適
切
な
療
育
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
自
閉
症
・
発
達

障
害
に
よ
る
各
種
の
困
難
さ
は
、
軽
減
す
る
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平
成
16
年
8
月
2
日

文
部
科
学
大
臣　

河
村
健
夫　

殿

社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会

会
長　

石
井　

哲
夫

要　

望　

書

　

日
頃
よ
り
自
閉
症
児
の
教
育
に
つ
い
て
格

別
の
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援

教
育
へ
の
転
換
に
つ
き
ま
し
て
は
、自
閉
症
、

高
機
能
自
閉
症
、L

D

、A
D
H
D

等
の
特
別

な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
教

育
的
支
援
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
日

も
早
い
実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。
自
閉
症
や

高
機
能
自
閉
症
等
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
本
協
会
と

致
し
ま
し
て
も
「
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
、
乳
幼
児
か
ら
小
・
中
・
高
を
経
過
し
て

卒
業
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
体
制
と
保
護
者

や
各
関
係
諸
機
関
の
連
携
」
と
い
う
大
き
な

柱
の
も
と
で
行
わ
れ
る
特
別
支
援
教
育
の
推

進
に
向
け
て
私
ど
も
の
組
織
を
挙
げ
て
積
極

的
に
参
画
・
協
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
特
殊
教
育
は
、
障
害

の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
特
別
な
場
を

用
意
し
手
厚
く
き
め
細
か
な
教
育
に
よ
り
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
特
殊
教

育
対
象
の
児
童
生
徒
の
比
率
は
、
義
務
教
育

段
階
で
1.5
％
と
先
進
諸
国
に
比
べ
る
と
余
り

に
も
少
な
く
、
そ
の
分
、LD

、A
D
H
D

、
高

機
能
自
閉
症
等
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
十
分
で
は
な
か
っ

た
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
自
閉
症
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
の
児
童
・
生
徒
が
増
え
て
い
る
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
こ
れ
ま
で

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
たLD

、

A
D
H
D

、
高
機
能
自
閉
症
等
の
通
常
学
級
在

籍
の
子
ど
も
た
ち
が
特
別
支
援
教
育
の
視
野

に
入
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
転
換
で
あ
っ
た

と
高
く
評
価
し
、感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
協
会
は
、
自
閉
症
に
特
化
し
た

教
育
の
実
現
を
長
年
に
わ
た
り
要
望
し
続
け

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
年4

月
よ
り
開
設

さ
れ
た
日
本
初
の
自
閉
症
学
校
（
筑
波
大
学

付
属
久
里
浜
養
護
学
校
）
の
誕
生
は
、
自
閉

症
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
実
践
研
究
を
行
う

学
校
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の

自
閉
症
教
育
の
研
究
や
成
果
を
ふ
ま
え
て
よ

り
充
実
し
た
研
究
成
果
を
あ
げ
る
自
閉
症
に

特
化
し
た
学
校
と
し
て
全
国
の
保
護
者
や
関

係
者
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
特
別
支
援
教
育
の
具
体
的
な
実
施

に
向
け
て
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
が
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
作
成
・
実
施
・
評

価
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
特
殊

学
級
制
度
を
特
別
支
援
教
室
制
度
に
変
更
す

る
際
に
、
相
当
数
の
時
間
を
特
別
支
援
教
室

で
過
ご
す
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
制
度
改
定

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
へ
の
転
換
に
向
け
て
、
制

度
や
仕
組
み
の
最
終
形
、
法
令
・
教
員
配
置
・

予
算
等
の
裏
づ
け
、
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

明
示
等
、
国
自
ら
が
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
各
自
治
体
で
の
取
組
み
を
生
か

し
、
今
後
の
推
進
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
せ

る
た
め
に
も
、
法
令
化
を
急
ぎ
、
最
終
形
や

移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
示
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
、
自
閉
症
児
等
に
対
す

る
教
育
的
対
応
に
つ
い
て
こ
こ
に
要
望
し
ま

す
。

【
要
望
事
項
】

l
．
自
閉
症
の
教
育
実
践
研
究
を
行
う
モ
デ

ル
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
を
各
都
道
府
県
に
作
る
こ

と
が
必
要

　
　

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
人
た
ち
は
、

人
口
の
1
％
程
度
存
在
す
る
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
全
国
で
相
当
数
の
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。こ
れ
ら
の
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、

こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
就
労
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
支
援
が
あ
れ
ば
、
一
般
の
方
々
と
一
緒

に
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
く
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
お
き

ま
し
て
、
自
閉
症
・
発
達
障
害
施
策
の
一
層

の
推
進
を
図
る
た
め
次
の
項
目
に
つ
い
て
要

望
し
ま
す
。

一
、
自
閉
症
発
達
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
を
全

国
に
普
及
す
る
た
め
、
設
置
か
所
数
の
増
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
過
程
に
応
じ
た
一

貫
し
た
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
医
療
、
福

祉
、
教
育
、
雇
用
等
が
連
携
し
た
支
援
体
制

の
構
築
と
必
要
な
予
算
の
確
保
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

一
、
発
達
障
害
者
支
援
法
の
早
期
の
成
立
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
六
年
八
月
三
日

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会

障
害
者
特
別
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

八　

代　

英　

太　

様

社
団
法
人　

日
本
自
閉
症
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

井　

哲　

夫
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知
的
障
害
と
異
な
る
自
閉
症
の
思
考
過
程
や

学
習
の
特
性
に
留
意
し
た
自
閉
症
に
特
化
し

た
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
の
教
育
実
践
研
究
機
能
や
セ
ン
タ
ー

的
な
役
割
も
併
せ
持
つ
自
閉
症
学
校
が
、
少

な
く
と
も
各
都
道
府
県
に1

校
ず
つ
設
置
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て　

い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
が
持
つ

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
や
職
業

能
力
形
成
な
ど
の
研
究
が
進
み
、
自
閉
症
の

子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
が
促
さ
れ
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
が
実
現
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

2
．
小
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の

推
進
体
制
の
整
備

①　

通
常
学
級
で
の
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
対
応
をLD

、A
D
H
D

、
高
機
能
自
閉

症
等
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
児
童
・
生
徒

は
全
て
の
教
員
の
関
与
が
必
要
で
す
。
特
定

の
専
門
職
と
し
て
の
障
害
児
教
育
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
関
わ
る
全
て
の
教
員
に
障
害
特

性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま　

す
。
ま
た
、
一
人
の
教
員
が
対
応
で

き
る
児
童
・
生
徒
数
に
は
限
り
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
一
人
一

人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
を
実
現
す
る
た

め
に
、
特
別
支
援
教
育
の
実
施
に
あ
た
り
通

常
学
級
の
学
級
編
成
基
準
の
緩
和
が
必
要
で

す
。

②　

通
常
学
級
で
の
児
童
・
生
徒
の
障
害
理

解
の
推
進
を

自
閉
症
児
の
保
護
者
と
担
当
の
教
員
と

そ
の
周
り
の
関
係
者
だ
け
が
理
解
し
て
対
応

す
る
の
で
は
特
別
支
援
教
育
は
実
現
し
ま
せ

ん
。
共
に
学
ぶ
健
常
児
や
そ
の
保
護
者
の
理

解
や
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

す
。
学
校
を
拠
点
と
し
て
地
域
全
体
に
障
害

理
解
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
な
関
わ
り
や
工
夫

を
望
み
ま
す
。

③　

特
別
支
援
教
室
の
教
員
の
配
置
と
全
校

開
設
を

　

本
協
会
に
は
、
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
高

機
能
自
閉
症
等
と
と
も
に
、
相
当
数
の
時
間

を
特
殊
学
級
で
過
ご
す
自
閉
症
の
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。
特
別
支
援
教
室
の
構
想
は
、

学
級
で
は
な
く
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

教
員
配
置
を
加
配
処
置
で
は
な
く
定
数
配
置

と
す
る
等
、
教
室
の
設
置
、
教
員
配
置
に
つ

い
て
安
定
性
を
確
保
し
、
特
別
支
援
教
室
を

必
要
と
す
る
全
て
の
児
童
・
生
徒
が
安
定
的

に
適
切
な
教
育
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
制
度
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。

3
．
教
員
の
専
門
性
と
教
員
免
許

①　

総
合
免
許
状
化
（
特
別
支
援
学
校
の
免

許
の
創
設
）
を

　

自
閉
症
の
子
ど
も
た
ち
の
特
性
を
理
解
し

一
人
一
人
に
応
じ
た
支
援
を
す
る
た
め
に

は
、
事
例
研
究
も
含
め
た
よ
り
実
践
的
な
研

修
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
特

殊
教
育
免
許
状
を
少
な
く
と
も
特
別
支
援
学

校
の
教
員
全
員
が
保
有
す
る
こ
と
が
早
急
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
子
ど
も

に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
か
、
総
合
的
な
判
断
と
適
切
な
対
応
が
出

来
る
人
材
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害

児
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
教
員
研
修

制
度
の
中
に
し
っ
か
り
と
位
置　

づ
け
て
頂

き
、
教
員
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

4
．
そ
の
他

①　

個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
に
あ

た
っ
て
特
別
支
援
教
育
の
具
体
化
に
向
け
て

「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」「
個
別
の
指
導
計

画
」
が
果
た
す
役
割
は
大
変
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
欧
米
で
は
、
個
別
の
指
導
計
画
へ
の

保
護
者
の
参
加
は
必
須
で
あ
る
と
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
「
個
別
の
教

育
支
援
計
画
」
へ
の
保
護
者
の
参
画
を
明
確

に
し
、
保
護
者
が
学
校
、
家
庭
に
お
い
て
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
わ
れ
る
機
会
を
保
障

出
来
る
よ
う
に
規
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②　

拡
大
版
母
子
手
帳
（
仮
称
）
の
実
現
を

２
０
０
０
年
度
に
国
立
特
殊
教
育
総
合
研
究

所
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
た
「
多
様
化
し
て

い
る
情
緒
障
害
児
教
育
に
お
け
る
一
貫
性
と

継
続
性
に
関
す
る
実
際
的
な
研
究
」
に
お
い

て
開
発
さ
れ
た
拡
大
版
母
子
手
帳
（
仮
称
）

の
活
用
を
是
非
実
現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
拡
大
版
母
子
手
帳
は
、
自
閉
症
の
子
ど

も
た
ち
の
乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
に
わ
た

り
、
一
人
一
人
の
児
童
・
生
徒
の
様
子
が
つ

ぶ
さ
に
記
入
出
来
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
青
年
期
、
成
人
期
と
追
加
す
る

こ
と
で
保
護
者
亡
き
後
も
子
ど
も
た
ち
の
生

涯
に
わ
た
り
一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
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☆
感
動
し
た
本
で
す
。　

西
田　

清

　

全
障
研
の
全
国
大
会
が
長
野
で
開
か
れ
、

私
は
自
閉
の
学
齢
期
の
分
科
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
会
場
で
、
販
売
し
て
い

ま
し
た
自
閉
の
本
、
母
親
の
書
か
れ
た
本
を

買
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
朝
か
ら
時
間
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
読
み
始
め
た
の
で
す
が

３
０
０
ペ
ー
ジ
の
本
を
、
昼
ご
飯
を
食
べ
る

の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
、
一
気
に
読
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

　
「
自
閉
症
の
息
子
デ
ー
ン
が
く
れ
た
贈
り

物
」
ジ
ュ
ニ
ー
・
ウ
エ
イ
ツ
＆
へ
レ
ン
・
ス

ウ
イ
ボ
ー
ン
著　

小
原
亜
美
訳　

大
和
書
房

　

２
４
０
０
円
＋
税　

２
０
０
２
・
7
発
行

　

著
者
が
住
ん
で
い
る
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
、
青
年
に

な
る
ま
で
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
課
程

が
、感
動
を
持
っ
て
読
む
事
が
出
来
ま
す
し
、

子
育
て
や
療
育
、
教
育
実
践
な
ど
に
も
と
て

も
役
に
立
つ
内
容
で
す
。
幼
児
期
の
す
さ
ま

じ
い
パ
ニ
ッ
ク
や
、
問
題
行
動
、
言
葉
が
出

な
い
こ
と
な
ど
の
悩
み
な
ど
、
母
親
と
し
て

の
苦
悩
と
取
り
組
ん
で
き
た
様
子
が
、
淡
々

と
語
ら
れ
る
中
で
親
子
が
成
長
し
て
い
く
様

子
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
息
子
さ
ん
は
幼
児
期
に
は
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
発
達
を
し
て
い
る
よ
う
で
、

働
い
て
い
ま
す
し
、
車
の
免
許
も
取
り
、
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
イ
ン
グ
の
選
手
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
て
い
る
と
言
う
事
で
す
。
悩
み
な
が

ら
の
子
育
て
の
過
程
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ー

ナ
・
ウ
イ
ン
グ
の
本
「
自
閉
症
児　

親
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ロ
ー
ナ
・
ウ
イ
ン
グ

著　
（
日
本
で
は
川
島
書
店
か
ら
ず
い
ぶ
ん

前
に
出
て
い
ま
す
）」、
自
分
の
息
子
が
自
閉

症
だ
と
言
う
事
に
気
が
つ
き
ま
す
。
こ
の
本

を
読
み
、
自
分
の
子
育
て
の
せ
い
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
か
ら
、
専
門
家
と

の
出
会
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
経
過
を
読
ん
で
い
て
、
私
が
何
も
自

閉
性
障
害
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
三
十
二

年
前
に
あ
る
日
突
然
障
害
児
学
級
で
自
閉
の

子
ど
も
さ
ん
を
担
任
す
る
事
に
な
っ
た
状
況

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
障
害
や
、
ま
し
て
自
閉
性
障
害

に
つ
い
て
の
知
識
も
経
験
も
全
く
無
く
、
担

任
を
命
じ
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
教
育
し
た
ら

よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

毎
日
の
よ
う
に
家
庭
訪
問
を
し
て
、
お
母

さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
子
育
て
を
し
て
き
た
の

か
を
お
聞
き
し
た
り
、
先
輩
の
先
生
に
尋
ね

た
り
、
児
童
相
談
所
に
指
導
の
方
法
を
聞
き

に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
親
の

子
育
て
の
ま
ず
さ
か
ら
自
閉
症
に
な
っ
た
と

い
う
、
今
か
ら
考
え
る
と
全
く
間
違
っ
た
説

が
当
時
の
日
本
で
は
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
原
因
だ
か
ら
、
子

育
て
の
失
敗
を
取
り
返
す
よ
う
に
と
、
あ
ち

こ
ち
の
障
害
の
専
門
家
か
ら
指
導
を
さ
れ
ま

し
た
。し
か
し
間
違
っ
た
考
え
で
し
た
の
で
、

指
導
を
受
け
た
よ
う
に
実
践
し
て
も
上
手
く

行
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
前
が
見
え
な
い
教

育
実
践
で
し
た
の
で
、
半
年
後
に
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
に
な
り
、
学
校
を
1
ヶ
月
休
職
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
障
害
児
教
育
で
が
ん

ば
っ
て
い
た
奈
良
学
芸
大
学
（
現
教
育
大
）

の
友
人
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
、
ロ
ー
ナ
・

ウ
イ
ン
グ
の
書
い
た
「
自
閉
症
児
と
の
接
し

方
」（
こ
の
本
の
後
に
改
訂
版
と
し
て
出
版

さ
れ
た
の
が
、
同
じ
著
者
の
手
に
よ
る　

自

閉
症　

親
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
う

本
で
す
）
と
言
う
本
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

そ
の
本
を
む
さ
ぼ
り
読
み
、
バ
イ
ブ
ル
と

し
て
実
践
す
る
事
や
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て

の
苦
労
や
工
夫
を
聞
く
こ
と
で
、
教
育
の
方

向
性
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し

て
、
子
の
ど
も
様
子
を
毎
日
観
察
し
、
変
化

を
つ
か
む
事
で
、
自
分
の
考
え
を
深
め
て
教

育
実
践
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
、「
自
閉
症
の
息
子
デ
ー
ン
が

く
れ
た
贈
り
物
」
の
本
の
中
で
、
お
母
ん
が

体
験
さ
れ
た
事
が
私
の
体
験
と
重
な
り
、
ま

る
で
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
こ
の
本
の
中
に

埋
没
し
て
一
気
に
読
み
終
わ
り
ま
し
た
。
最

後
の
方
に
な
る
と
、「
そ
う
だ
そ
の
通
り
と

言
い
な
が
ら
読
ん
で
い
る
自
分
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
感
動
の
涙
が
頬
を
つ
た
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
本
は
と
て
も
素
晴
ら
し

い
本
で
す
。子
育
て
中
の
親
御
さ
ん
を
始
め
、

教
育
療
育
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
全

て
の
方
に
読
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
、
こ
の

感
想
文
を
書
き
ま
し
た
。
重
い
自
閉
性
障
害

だ
っ
た
息
子
さ
ん
が
、
こ
ん
な
に
育
っ
て
い

く
の
で
す
か
ら
、
10
年
先
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
を
見
通
し
て
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　

西
田

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
編
集
後
記
�

�

自
然
災
害
�
人
的
�
災
害
�
事

件
�
�
�
�
暗
�
�
�
�
�
�
�

�
�
昨
今
�
�
�
�
�
�
�
�
高

校
野
球
�
�
夢
�
希
望
�
与
�
�

�
�
�
�
�
�
�
月
�
入
�
朝
夕

�
�
涼
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
季
節
�
向
�
�
�
�
�

�
�
�
心
身
共
�
充
実
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

支
部
�
�
�
�
�
�
�
�
�
感

想
�
�
意
見
等
�
�
�
�
�
�
�
�

最
寄
�
�
支
部
役
員
�
�
�
願
�

�
�
�
�

☆ 
天
理
青
年
会
議
所
が
自
閉
症
の
勉
強
会

支
部
会
員
の
上
島
さ
ん
丸
橋
さ
ん
に
講
師
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

 

６
月
の
は
じ
め
天
理
青
年
会
議
所
の
青
少

年
開
発
委
員
会
、委
員
長
の
杉
本
佳
嗣
ぐ（
す

ぎ
も
と
け
い
じ
）
様
と
同
じ
く
天
理
青
年
会

議
所
の
前
田
太
一
様
か
ら
、
自
閉
症
の
学
習

会
を
し
た
い
の
で
、
親
の
あ
り
の
ま
ま
の
子

育
て
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

杉
本
様
の
奥
さ
ん
は
仔
鹿
園
に
お
つ
と
め
の

よ
う
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
す
の
で
、
若

い
30
か
ら
40
代
の
奈
良
県
の
中
小
企
業
の
経

営
者
の
あ
つ
ま
り
な
の
で
、
奈
良
県
の
自
閉

症
の
就
労
問
題
を
考
え
る
先
駆
的
名
取
り
組

み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

講
師
一
人
は
専
門
家　

一
人
は
親
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

そ
こ
で
親
を
上
島
さ
ん
専
門
門
家
を
丸
橋
先

生
に
お
ね
が
い
し
ま
し
た
。

○
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

 

日
時　

9
月
4
日
（
土
）

２
：
30
〜
４
：
30

場
所　

天
理
市
川
原
城
会
館　

3
階
会
議
室

　

最
初
に
30
分
上
島
さ
ん
が
「
我
が
子
の
子

育
て
の
体
験
談
」
を
話
し
て
、
自
閉
症
の
子

ど
も
の
大
変
さ
を
少
し
は
分
か
っ
て
も
ら
い

ま
す
。

　

そ
の
後
丸
橋
先
生
が
専
門
的
な
話
を
1
時

間
。
そ
の
後
質
疑
応
答
の
予
定
で
す
。

　

２
０
０
５
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
冬
季
世
界
大
会

                         

５
０
０
万
人
ト
－
チ
ラ
ン
奈
良
ｉ
ｎ
奈
良
春

日
．
大
仏
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会                  

          

開
催
に
伴
う
ご
協
力
の
御
願
い

拝
啓    

時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、知
的
発
達
障
害
を
も
つ
人
た
ち
に
、

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ン
ニ
ン
グ
と
競
技
会
を

提
供
す
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
組
織
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
早
速
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
来
年

２
月
に
長
野
で
開
催
さ
れ
ま
す
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
世
界
大
会
の
PR
活
動

と
し
て
５
０
０
万
人
ト
ー
チ
ラ
ン
を
、
奈
良

春
日
、
大
仏
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
実
行
委
員

会
の
ご
協
力
を
頂
戴
し
、
本
年
１
２
月
５
日

に
奈
良
公
園
春
日
野
園
地
を
終
起
点
に
開
催

さ
れ
ま
す
第
２
４
回
奈
良
春
日
．
大
仏
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会
と
連
動
し
て
実
施
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

奈
良
を
代
表
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
ト
ー

チ
ラ
ン
（
聖
火
リ
レ
ー
）
を
実
際
に
、
ま
た

は
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
多
く
の
み
な

さ
ま
に
ご
覧
頂
く
こ
と
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
全
国
大
会
に
つ
い
て
、

そ
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
活
動

そ
の
も
の
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
だ

ろ
う
と
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
（
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
伴
走
ラ
ン
ナ
ー
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
）
の
募
集
等
に
お
き
ま
し

て
、
是
非
と
も
貴
台
の
ご
協
力
を
賜
り
存
じ

ま
す
。本
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。                       
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